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【緒言】近年、酸化グラフェン(GO)を還元し、グラフェンとして有機エレクトロニクスへ応用

が期待できることから、GO が注目されている。また、GO に有機溶媒分散性を付与することで複

合材料へ、分散特性を生かして印刷技術へなど、様々な方面へ応用が期待されている。しかし、

GO 分散特性を評価するにあたって、ほとんどの研究において分散性の評価は目視によるもので

あり、客観的に評価できていない。そこで我々は、客観的な数値的評価のために分散性評価装置(図

1)を作製し、反応時間の異なる GO について、粒径測定および分散性の客観的数値化を行った。 

【実験方法】Modified Hummers 法[1]を用いて GO を合成した。反応時間は、24 時間と 120 時間

とし、それぞれの GO を得た(24h-GO，120h-GO)。得られたそれぞれの GO について、動的レーザ

ー散乱法(DLS)によって粒径を測定した。また、1g/L の濃度の分散液を調整し、超音波処理後静

置し、分散性を目視と作製した装置によって評価した。 

【結果と考察】DLS はそれぞれの試料から 2 点採取し、3 回測定した。測定結果より、24h-GO

は粒径のばらつきが大きく、平均粒径が約 3.5µm であるのに対し、120h-GO はばらつきが小さく、

平均粒径は約 2µm であった。超音波処理直後と分散性評価測定終了後(約 40 時間後)の分散状態を

図 2 に示す。目視ではどちらも同じように分散している。しかし、均一に分散している 120h-GO

に対し、24h-GO は小さな粒が残っていた。これらの分散性の差を目

視で判別することは困難であった。図 3 に分散性のグラフを示す。ど

ちらの試料も似た挙動であるが、120h-GO の分散性が良いことがわか

った。また、目視では識別不能な差異も、数値化することで識別する

ことが可能である。 
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図 2 分散性 超音波後(a)24h-GO (b)120h-GO 

測定終了後(c)24h-GO (d)120h-GO 図 3 分散性評価装置によるそれぞれの分散性 

図 1 分散性評価装置 
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